
現情報システムの課題（一例）

１．原因 ２．性能状況

（１）データ増加

（２）トラフィック（送信情報）の集中による負荷

（３）インターフェース負荷

（２）オンライン性能

（１）バッチ性能

ディスク 他

処理Ａ

処理Ｂ

処理Ｃ

・
・
・
・
・

情報 情報 情報 情報

待ち行列

送信情報の分散と
圧縮

特定ディスクへの送信情報が集中することで、処理しき

れず、待ち時間が発生している。（ボトルネック）

ディスク装置本来の性能が出し切れず、システム全体の
性能悪化となる。

対応案事象
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データ圧縮情報システムに蓄積された情報を削除していないため、データ容量は増加する。
・約480万台／年の新車が発生し、特定再資源化物品等の料金情報が純増。
・約2,400万件／年の移動報告が行われ、工程別の特定再資源化物品の移動報告情報が純増。
このため、データ容量が増加することで、ディスク装置本来の性能が出し切れず、システム全体の性能悪化となる。

対応案事象
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ディスク利用率が高くなる

ほど、待ち時間が増え、

システムのパフォーマンス

が低下する。
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事業者情報

類似性ある情報を
統合し、コンパクト
なシステムにする。

※ただし、「法人毎
に業務データを保
管する」の要件変
更が必要になる。

「金・物・情報」の連
携のため、各々のサ
ブシステムが類似性
ある情報を持ってい
る。各々の情報を更
新が必要になるた
め、必然的にＩ／Ｆ結
合が多くなり、システ
ム全体の性能悪化と
なる。

対応案事象
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〔性能実績と予測〕

各々の処理が長くなり、規
定の6時間以内に処理が
終わらない場合は、リサイ
クルシステムの稼動がで
きなくなる。

事象 影響

リサイクルシステムが開局できないことで、次の影響が予想される。
○自動車ユーザーが、リサイクル料金の預託証明が受けられず、運輸
支局等から車検証の交付が受けられない。
○中古車売買時、リサイクル料金の預託の確認が行えず、リサイクル
料金の受渡しができない。
○自動車ユーザーは使用済自動車の引き渡しができない。
○自動車ユーザーは解体通知を受け取れない。
○自動車ユーザーは重量税還付を受けられない。
他
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〔パフォーマンスレベル（ＳＱＬ実行値）〕
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機能名 影響

移動報告機能
・最終所有者から廃車の引き取りができない。
・最終所有者は重量税還付が受けられない。
・仕掛かり中の解体処理の移動報告が行えない。

・リサイクル料金の支払いができないため預託証明
が行えず、車検証の交付が受けられない。

預託申請機能

利用者

引取業者

資金管理法人

性能基準※

30秒

性能（現状）

実行時間が長いＳＱＬ（5秒以上）を対象に、オンライン処理の伸びを予測した。

たまに
60秒以上

閾値

★②

★①

[添付４]

（一例）

※エンドユーザーのパソコンに画面表示ができるまでの時間

（待ち時間）

10年12月 延命措置を実施予定。

（狙い）

より高速なディスクを導入することで、

情報システム全体のパフォーマンス向

上を図る。

画面総数

1,900

⇒ＳＱＬ実行値が5秒以上である場合、性能基準30秒以内を満たさない恐れがある。（パフォーマンス調査の一手法）

悪化画面数

65

備考

数回に一度表示できな
い画面、当面利用可能
だが、将来表示できなく
なる画面。

★①

★②
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